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研究成果の概要（和文）：本研究では、パフォーマンス評価を活かした教師の力量向上プログラムを開発した。
様々な学校との共同研究開発を通して力量向上プロセスを分析した。また、日本や英米の理論的蓄積や先進事例
について調査した。その成果を活かして、学習者主体の授業づくり、パフォーマンス課題を取り入れたカリキュ
ラム設計、探究的学習の評価などの研修プログラムを開発した。教師の力量形成のエビデンスを残す教職ポート
フォリオや、教師の力量形成を評価するルーブリックやチェックリストも開発した。京都大学大学院教育学研究
科の全国スクールリーダー育成研修や、他の校内研修や公開研究会において研修プログラムを提供し、効果の検
証と成果の普及を図った。

研究成果の概要（英文）：This study developed teacher training programs utilizing performance 
assessment. We investigated the process of teacher development through collaborative research with 
various schools. We also conducted research on theories and practices in the USA, UK and Japan. 
Based on these outcomes, we developed teacher training programs focused on developing 
student-centered lessons, designing curricula that incorporate performance tasks and assessment of 
inquiry-based learning. To complement this, we designed a teacher portfolio for collecting evidence 
of teacher development, as well as checklists and rubrics to assess this development. We promoted 
and validated the results of our training programs by presenting them at events such as the School 
Leader Training Workshop run by the Graduate School of Education, Kyoto University, and other 
school-based training and public conferences.

研究分野：教育方法学

キーワード： 教育評価　教師教育　パフォーマンス評価　パフォーマンス課題　ルーブリック　ポートフォリオ　カ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 教育の改善を図るうえで、その担い手であ
る教師の力量を向上することは要である。中
央教育審議会「教職生活の全体を通じた教師
の資質能力の総合的な向上方策について（答
申）」（2012 年 8 月 28 日）では、「グローバ
ル化など社会の急速な進展の中で人材育成
像が変化しており、21 世紀を生き抜くため
の力を育成するため、思考力・判断力・表現
力等の育成など新たな学びに対応した指導
力を身に付けることが必要」との現状分析が
行われた。 
 本研究のメンバーは、2006 年以来、毎年、
京都大学大学院教育学研究科 E.FORUM 
（教育研究開発フォーラム）が実施している
「全国スクールリーダー育成研修」において、
パフォーマンス評価に関する研修を提供し
てきた（http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/ 
e-forum/）。また、E.FORUM のネットワー
クを生かしつつ、学校現場において、児童・
生徒の思考力・判断力・表現力の育成に有効
なパフォーマンス評価の研究開発に取り組
んできた。 
 パフォーマンス評価とは、知識や技能をリ
アルな文脈において活用することを求める
ような評価方法を指す。具体的には、複数の
知識やスキルを総合して使いこなすことを
求めるパフォーマンス課題や、それらの課題
によって生み出された作品（レポート、プレ
ゼンテーションなど）を系統的に蓄積・評
価・活用していくポートフォリオ評価法など
が含まれる。パフォーマンス評価を用いる際
の評価基準としては、ルーブリック（評価指
標）が用いられる。 
 パフォーマンス評価は、2008 年改訂学習
指導要領においては『学習指導要領解説 総
合的な学習の時間』で推奨されたほか、中央
教育審議会初等中等教育分科会教育課程部
会「児童生徒の学習評価の在り方について
（報告）」（2010 年 3 月 24 日）では思考力・
判断力・表現力を評価する上で有効な評価方
法として紹介された。また、中央教育審議会
「学士課程教育の構築に向けて（答申）」
（2008 年 12 月 24 日）では、学士課程教育
の質保証のために、学習ポートフォリオやテ
ィーチング・ポートフォリオの導入と活用が
推奨された。 
 このように、研究開発当初、パフォーマン
ス評価は、主として児童・生徒や学生への指
導において注目されていた。しかし、そもそ
もパフォーマンス評価は、教職を含む各種職
業における人材養成や研修、資格認定や人事
などにおいて用いられてきたものである。し
たがって、教師の力量向上においても、十分
な有効性が期待された。 
 教員養成段階については、京都大学の教職
課程おいて既に教職課程ポートフォリオを
導入し、学習と指導に役立てている。その成
果については、京都大学高等教育研究開発推

進センター 第 18 回大学教育研究フォーラ
ムにおいて、西岡が小講演「大学教育におけ
るポートフォリオ評価法」（2012 年 3 月 15 
日）の形で報告したほか、E.FORUM 教育研
究セミナーⅠ「教師教育研究セミナー」（2012 
年 12 月 7 日）において石井が報告し、関係
者からの検討を求めた。さらに、西岡加名
恵・石井英真他著『教職実践演習ワークブッ
ク――ポートフォリオで教師力アップ』（ミネ
ルヴァ書房、2013 年）を刊行し、成果の普
及をめざした。 
 本研究では、このような教員養成段階での
研究成果を活かしつつ、就職後の教師たちの
力量向上を助けるパフォーマンス評価の活
用について解明することを課題とした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、現職教育において用いられる
パフォーマンス評価を開発するとともに、実
際にそれを活用した研修プログラムを開発
し、提供して改善を図ることを目的とした。 
具体的には、下記の成果を生み出すことを
めざした。 
 現職教育のための教職ポートフォリオの
開発 

 教師の力量向上のためのパフォーマンス
課題の開発 

 教師の力量向上を評価するルーブリック
の開発 

 パフォーマンス評価（上記３つ）を活か
した研修プログラムの開発 

 
３．研究の方法 
 本研究では、下記の作業に取り組んだ。 
 
（1）学校との共同研究開発等を通した力量
向上プロセスの分析： 研究代表者・研究分
担者が、各地の学校現場においてパフォーマ
ンス評価の活用等について共同研究開発を
進めた。具体的には、京都市立高倉小学校、
熊本大学教育学部附属中学校、京都府乙訓地
方の 8中学校、京都市立堀川高等学校、京都
府立嵯峨野高等学校、兵庫県立尼崎小田高等
学校、広島県立広島高等学校、あじさい看護
福祉専門学校など、複数の学校と共同研究開
発を行った。研究開発のテーマは、思考力や
コミュニケーション力といった「資質・能力」
を育成するためのカリキュラムの開発、教科
におけるパフォーマンス課題の活用、探究的
な学習の評価など、それぞれの学校のニーズ
に応じて多彩なものとなった。共同研究開発
を進める中で、教師の力量向上のプロセスに
ついて分析した。 
 
（2）「E.FORUM Online（EFO）」に蓄積さ
れているデータの分析： E.FORUM では、
教師たちが生み出した各種資料（指導案や教
材など）を蓄積するデータベースとして、
「E.FORUM Online（EFO）」を開設してい



る。E.FORUMの研修の場などにおいてEFO
へのデータ入力を呼び掛けるとともに、教師
の力量という視点からデータを分析し、研修
プログラムや教職ポートフォリオ、ルーブリ
ック等の開発に役立てた。 
 
（3）英米、ならびに日本の先進的な実践例
に関する調査： 英米の理論や実践、日本に
おける先進事例や歴史的な事例について、文
献調査や現地調査を行った。 
 
（4）研修プログラムの提供・改善：  
E.FORUM「全国スクールリーダー育成研修」
等の機会を利用して、研究成果を発信すると
ともに、開発した研修プログラムを活かした
研修を提供し、プログラムの有効性について
検証した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として、下記が生み出された。 
 
(1) 研修プログラム等の開発： 本研究の取
り組みを活かして、下記の内容に関する研修
プログラムを開発した。 
 パフォーマンス課題を取り入れたカリ
キュラム設計 

 学習者主体の授業構想 
 「目標に準拠した評価」の実現 
 カリキュラム改善のための校内研修 
 探究的学習の評価 
この主要部分については、E.FORUM「全国
スクールリーダー育成研修」で提供するとと
もに、報告書を作成した。 
また、教師の力量形成のエビデンスを残す
教職ポートフォリオを開発した。これは、次
の 5つの柱で、実践資料を整理するものであ
る。 

A．教科の本質を追求する単元構想 
B．学習者主体の授業構想 
C．「目標に準拠した評価」の実現 
D．カリキュラムの改善 
E．その他 

あわせて、学力評価に関わる教師の力量形成
を評価するためのチェックリストやルーブ
リックも開発した。 
 これらの成果については、E.FORUMのウ
ェブサイト上でも公開している（http://e-fo 
rum.educ.kyoto-u.ac.jp/seika/competence/）。
また、学校の校内研修や教育委員会の研修な
どにおいても提供した。 
 
(2) 特に探究的な学習に関しては、
E.FORUM において次のセミナー等を開催
した（http://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/ 
seika/highschool/）。 
 教師力アップ研修「探究力をどう育成す
るか」（2015年 3月 28日） 

 教育研究セミナー「高等学校における探
究の評価」（2015年 8月 1日） 

 シンポジウム「高等学校におけるカリキ

ュラム改善――探究的な学習を中心に」
（2016年 8月 19日） 

また、探究的な学習や子どものケアなどに関
する特徴的・先進的な実践についての講演会
を実施し、その動画等をウェブページ上で公
開した（http://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/ 
seika/etc/）。 
 
(3) 諸外国や日本における歴史的な事例に関
して調査を行った。特に米国については、関
連する基本的な関連文献を訳出し、2冊の『研
究基礎資料集』を作成した。また、日本にお
ける歴史的な事例に関しては、英文による書
籍 （ Curriculum, instruction and 
assessment in Japan, な ら び に
Educational progressivism ， cultural 
encounters and reform in Japan）などで
公刊した。 
 
(4) 教員の力量形成に関する知見をまとめた
書籍として、『教育課程』『特別活動と生活指
導』『教職教育論』（協同出版）、『教科と総合
学習のカリキュラム設計』（図書文化）、『「資
質・能力」を育てるパフォーマンス評価』（明
治図書）、『教師の資質・能力を高める！ ア
クティブ・ラーニングを超えていく「研究す
る」教師へ』（日本標準）を刊行した。また、
京都市立高倉小学校との共同研究について、
World Association of Lesson Study 2017に
て、教師の力量形成の視点から成果をまとめ
て発表した。この他、京都府立園部高等学校
との共同研究の成果について『パフォーマン
ス評価で生徒の資質・能力を育てる』（学事
出版）、あじさい看護福祉専門学校との共同
研究の成果について『看護教育のためのパフ
ォーマンス評価』（医学書院）として公刊し
た。 
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